
 今後の防災教育の推進に対して見通しが出来た【小学校教頭（愛南町会場）】
 組織でしっかり取り組まなければならないと感じた【自主防災組織（愛南町会場）】
 今回のテーマは医療救護であったが、自所属で関係するところが多かったと感じた。
自分にできる事を行っていこうと思う。【県土木部局職員（高知県会場）】

 医療救護に関するDIGは初めてで勉強になった。【市町村危機管理部局職員（高知県会場）】

愛媛県愛南町会場
○揺れ・津波によるダブルパンチを理解しよう
○DIGを用いたワークショップの手順を理解しよう
○次世代に残す故郷を考えよう

高知県会場
○揺れ・津波によるダブルパンチを理解しよう
○災害時の医療救護活動を理解しよう
①72時間を目安とした対応の流れを理解する
②医療救護現場における問題、各部局・担当で対応すべき事項（講義）
③事前対策をグループで討議

平成26年度 ＤＩＧファシリテータ養成講座 in 愛媛県愛南町、高知県

■開催日時・場所
○愛媛県愛南町会場

日 時 平成27年2月15日（日） 9:00～17:00
場 所 城辺公民館（城の辺学習館）（愛媛県愛南町）

参加者 愛南町の町職員、教職員、消防職員、自主防災組織 等 約４２名
○高知県会場

日 時 平成27年2月16日（月） 9:30～16:45
場 所 高知城ホール（高知県高知市）

参加者 高知県内の防災担当職員等（県及び市町村） 約４６名

■講 師 常葉大学 社会環境学部 准教授 小村 隆史 氏

ＤＩＧとは？ Ｄ；災害(Ｄisaster)／Ｉ；想像力(Ｉmagination)／Ｇ；ゲーム(Ｇame）の略称
大きな地図を参加者全員で囲み、一緒になって災害への対応策を考えるイメージトレーニングを実施すること。
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